
 
 
 
 
 
 
 
 

【ユーザーズガイド】 

 
 
 

Ｎ８１９０－１２１ 

SATA ディスクアレイ装置 

 
 
 
 

 
 
 

 
 



 このユーザーズガイド（本書）は、必要な時にすぐに参照できるように 

 必ずお手元に保管してください。 

 「安全に関わる表示について」を読んだ後、「使用上のご注意」も必ず 

 お読みください。 

 
 

安全に関わる表示について  
 
 
N8190-121 SATA ディスクアレイ装置をお使いになる場合には、本書の指示に従ってください。 
 
本書には、装置のどこが危険であるか、どのような危険にあうか、どうすれば危険を避けられるかなど 
について説明されています。 
また、装置内で危険が想定される場所、或いはその付近には警告ラベルが貼り付けられています。 
 
本書および警告ラベルでは、危険の程度を表す用語として、「警告」と「注意」を使用しています。 
それぞれの用語は、次のような意味を持つものとして定義されています。 
 

人が死亡する、または重傷を負う恐れがあることを示しています。  
 
 火傷やケガなどを負う恐れや、物理的損害を負う恐れがあることを示しています。 
 
危険に対する注意・表示には次の 3種類の記号を使用しています。それぞれの記号は次のような意味を 
持つものとして定義されています。 
 

注意の喚起 この記号は危険が発生する恐れがあることを表し 
ています。記号の中の絵表示は危険の内容を図案 
化したものです。 

行為の禁止 この記号は行為の禁止を表しています。記号の中 
や近くの絵表示は、禁止された行為の内容を図案 
化したものです。 

行為の強制 この記号は行為の強制を表しています。記号の中 
の絵表示は必要な行為の内容を図案化したもので 
す。危険を避けるためには、この行為が必要です。 

(例) 

(感電注意) 

(例) 

(接触禁止) 

(例) 

(プラグを抜け) 
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 （本書での表示例） 
 
  注意を促す記号          危険の程度を表す用語 

高温注意 
本製品の電源を OFFにした直後は、ハードディスクド 
ライブなどをはじめ装置内の部品が高温になっています。 
充分に冷めたことを確認してから取り付け／取り外し 
を行ってください。 
 

危険に対する注意の内容 禁止された行為を示した絵 
（省略されている場合もあり 
ます） 
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 本書および警告ラベルで使用する記号とその内容 
 
 ・注意の喚起： 
 

。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・行為の禁止：

 
 
 
 
 
 
 ・行為の強制：

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

感電の恐れがあることを示します
高温による損害を負う恐れがあることを示します。 

指などが挟まれる恐れがあることを示します。 

発煙または発火の恐れがあることを示します。 

髪の毛などが巻き込まれる恐れがあることを示します。 

特定しない一般的な注意・警告を示します。 

 

特定しない一般的な禁止を示します。 

本製品を分解・修理・改造しないでください。 

 

本製品の電源コードをコンセントから抜いてください。 

特定しない一般的な使用者の行為を指示します。説明に従った 
操作をしてください。 
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 ・電波障害自主規制 
 

 注意  
      この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会（VCCI）の基準に基づく 
     クラスＡ情報処理装置です。本製品を家庭環境で使用すると電波障害を引き起こす 
     ことがあります。この場合には使用者が適切な対策を講ずるよう要求されことが 
     あります。 
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・高調波適合品 
  この装置は 高調波電流規格 JIS C 61000-3-2 適合品です。 
  ：JIS C 61000-3-2 適合品とは、日本工業規格「電磁両立性－第 3-2部：限度値－高調波 
  電流発生限度値（１相当たりの入力電流が 20A以下の機器）」に基づき、商用電力系統の 
  高調波環境目標レベルに適合して設計・製造した製品です。 
 
・輸出する際の注意事項 
  本製品（ソフトウェアを含む）は、輸出貿易管理令に定められている輸出規制品に該当しま 
  すので、日本国外へ持ち出す際には日本国政府の輸出許可申請などの必要な手続きをお取り 
  ください。 
  許可手続きなどにあたり特別な資料などが必要な場合には、お買い上げの販売店またはお近 
  くの弊社営業拠点にご相談ください。 
 
・商標について 
 Microsoft®, Windows ®, Windows NT®は米国Microsoft Corporationの登録商標です。 
 ESMPROは、日本電気株式会社の商標です。 

  StorViewは、米国 nStor Corporationの登録商標です。 
  記載の会社名および商品名は各社の商標または登録商標です。 
 

 
 

 
 ※ご注意 
（１）本書の内容の一部または全部を無断転載することは禁止されています。 
（２）本書の内容に関しては将来予告無しに変更することがあります。 
（３）弊社の許可無く複製・改変などを行うことは出来ません。 
（４）本書は内容について万全を期して作成しておりますが、万一ご不審な点や誤り、 

記載漏れなどお気づきの点がありましたら、お買い求めの販売店にご連絡ください。 
（５）運用した結果の影響については、(4)項に関わらず責任を負いかねますのでご了承 
   ください。 
（６）落丁、乱丁本はお取替えいたします。 

 
 



 
 はじめに 
 
このたびは、N8190-121 SATA ディスクアレイ装置をお買い求め頂き、誠に有難うございます。 

 
 本書には、本製品を正しくご使用して頂くための取り扱い方法および使用上の注意について記載 
 されています。本製品をご使用になる前に本書をよくお読みになり、内容を十分にご理解された 
 上でご使用頂けますようお願い申し上げます。本書は、必要な時にすぐに参照できるように必ず 
お手元に保管してください。また本製品の機能を最大限に引き出すためにも、接続する関連装置 
のユーザーズガイドなどと併せてお読みください。 

 
 本製品には、監視用の GUIソフトウェアとして、「StorViewソフトウェア」を標準添付しており 
 ます。本ソフトウェアのインストールに関しましては、添付の「インストール手順書」をご参照 
 願います。 
 
 
 本書の中の記号について 
 
  本書の中では次の 3種類の記号を使用しています。それぞれの記号は次のような意味を持つもの 
  として定義されています。 
 

装置を取り扱う上で守らなければならないことや特に注意すべき点を 
示します。 

 
 
 
 装置を取り扱う上で確認をしておく必要がある点を示します。 
 
 
 知っておくと役に立つ情報や便利なことなどを示します。 
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 梱包箱の中身について 
 
梱包箱の中には本体以外に色々な付属品が入っています。添付の構成品表を参照して全てが揃って 
いることを確認してください。万一足りないものや損傷しているものがあった場合には、お買い求 
めの販売店にご連絡ください。 

 
 

・本製品の梱包箱は大切に保管願います。輸送の際には必ずこの専用の 
梱包箱をご使用願います。 
・オプションのハードディスクドライブを本製品に実装したまま輸送しな 
いでください。 
ハードディスクドライブは、個々の梱包箱に入れて輸送してください。 
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１．使用上のご注意  ～必ずお読みください～ 
 
 
 
 

ここには、本製品を安全に正しくご使用して頂くために必要な情報が記載されています。 
 

   警告ラベル  

 
 本製品の危険性を秘める部品やその周辺には警告ラベルが貼り付けられています。このラベル 
 は、本製品を操作する際の考え得る危険性を常にお客様に意識して頂くためのものです。ラベル 
を勝手に剥がしたり、汚したりしないでください。万一ラベルが貼り付けられていない、剥がれ 
かかっている、汚れているなどで判読できないときにはお買い求めの販売店にご連絡ください。 
 
 

 注意 CAUTION 
装置を持ち上げる際、フロントマスク、電源の取っ手を 

持たないでください。 

DO NOT USE THE FRONT MASK, THE HANDLE OF THE 

POWER SUPPLY UNIT WHEN YOU LIFT THE UNIT.  

   警告 
   WARNING 

    保守員以外の方は、装置を

    分解しないでください。感電 

    など事故の原因となります。 

    RISK OF ELECTRIC 

        SHOCK – DO NOT OPEN. 

        QUALIFIED SERVICE 

        PERSONNEL ONLY. 

        NO USER SERVICEABLE 

        COMPONENTS INSIDE. 

   重量物注意 
   WARNIG： 

      HEAVY ITEM 

    ぎっくり腰や落下事故防止 

    のため移動のさいには 3人 

    以上で行ってください。 

    TO BE MOVED WITH 

        CARE BY MORE THAN 

        THREE PEOPLE FOR 

        PREVENTION OF 

        A STRAINED BACK 

        AND FALLING OF ITEM. 

        注 意 CAUTION 

電源高圧注意。電源取り外し時には、スイッチを切り、 

ＡＣケーブルを抜いてください。 

Dangerous High Voltage Inside. Before 
removing power supply, please turn its 
switch off and pull out AC cable. 
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注意 

CAUTION 

ファンボックスは 5分以上取り外さないでください。 

装置が誤動作する可能性があります。 
Do not remove fan box for more than  
five minutes. Failure to follow this 
instruction may cause malfunction. 
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２．安全上のご注意  

 
 
 本製品を安全にお使い頂くために、ここで説明する注意事項をよくお読みください。記号の説明 
 については、巻頭の「安全に関わる表示について」の説明を参照願います。 
 

   全般的な注意事項  

 
 

  

  人命に関わる業務や高度な信頼性を必要とする業務には使用しない 
  本製品は、医療機器、原子力設備や機器、航空宇宙機器・輸送設備や機器 
  など、人命に関わる設備や機器および高度な信頼性を必要とする設備や機器 
  などへの組み込みやこれらの機器の制御などを目的とした使用は意図されて 
  いません。これら設備や機器、制御システムなどに本製品を使用した結果、 
  人身事故、財産損害が生じても弊社はいかなる責任も負いかねます。 

  

  発煙や異臭、異音がしたまま使用しない 
  発煙、異臭、異音など生じた場合、ただちにパワースイッチを OFFにして 
  電源コードをコンセントから抜いてください。そのまま使用されますと火災 
  の原因となります。 

  

  針金や金属片を差し込まない 
  通気孔やハードディスクドライブの隙間から針金や金属片などを差し込まな 
  いでください。感電の危険の原因となります。 

  

 
 

  

  海外で使用しない 
  本製品は、日本国内専用の装置です。海外では使用できません。この装置を 
  海外で使用すると感電や火災の原因となります。 

  

  装置内に水や異物を入れない 
  装置内に水などの液体、金属片などの異物を入れないでください。感電や火 
  災、故障の原因となります。もし入ってしまった場合には、電源を OFFにし、 
  電源コードをコンセントから抜いてください。 
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   電源／電源コードに関する注意事項  

 
 

  

  濡れた手で電源コードを持たない 
  濡れた手で電源コードの抜き差しをしないでください。感電する恐れがあり 
  ます。 

  

  アース線をガス管につながない 
  アース線を絶対にガス管につながないでください。ガス爆発の原因になりま 
  す。 

  

 
 

  

  指定以外のコンセントに差し込まない 
  電源は壁付きのコンセントから指定された電圧でお使いください。指定以外 
  の電源を使うと漏電や火災の原因となります。 
  また延長コードが必要となるような場所には設置しないでください。本製品 
  の電源仕様に合っていないコードを接続すると、コードが過熱して火災の原 
  因となります。 

  

  たこ足配線にしない 
  コンセントに定格以上の電流が流れると、過熱して火災の原因となります。 

  

  中途半端に差し込まない 
  電源コードは根元までしっかりと差し込んでください。中途半端に差し込む 
  と接触不良や異物の混入により火災の原因となります。 

  

  指定以外の電源コードを使用しない 
  本製品に添付されている電源コード以外は使わないでください。定格以上の 
  電流が流れると火災の原因となります。 
  また電源コードの破損のよる感電や火災を防止するために、次のような行為 
  を行わないでください。 
 ・コード部を引っ張らない。  ・電源コードをはさまない。 
 ・電源コードを折り曲げない。 ・電源コードに薬品類をかけない。 
 ・電源コードをねじらない。  ・電源コードにものをのせない。 
 ・電源コードを束ねない。   ・電源コードを改造・加工・修復しない。 
 ・電源コードをステープラなどで固定しない。 
 ・損傷した電源コードを使わない（直ちに新しいコードと交換してください）。 

  
 

 添付の電源コードを他の装置や用途に使用しない 
  添付の電源コードは本製品に接続し、使用することを目的として設計され、その 
  安全性が確認されているものです。決して他の装置や用途に使用しないでくださ 
  い。火災や感電の原因となる恐れがあります。 
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   設置／移動／保管／接続に関する注意事項  

 
 

  

  1 人で持ち上げない 
  本製品の最大の質量は約 30kgになります。1人で持ち上げると腰を痛める 
  恐れがあります。装置は 3人以上で底面をしっかりと持って運んでくださ 
  い。またフロントベゼルを持って持ち上げないでください。フロントベゼ 
  ルが外れて装置が落下し、けがの原因となります。 

  

  指定以外の場所に設置しない 
  本製品を次に示すような場所や本書で指定している場所以外に設置しないで 
  ください。火災の原因になる恐れがあります。 
 ・直射日光が当たる場所。 ・温度変化の激しい場所。 
・不安定な場所。     ・振動のある場所。 
 ・ほこりの多い場所。   ・給湯器のそばなどの湿気の多い場所。 
 ・ものの落下する恐れのある場所。 
 ・薬品がかかる恐れのある場所。 

  

  指定以外のインタフェースケーブルを使用しない 
  インタフェースケーブルは、弊社が指定するものを使用し、接続する装置 
  やコネクタを確認した上で接続してください。指定以外のケーブルを使用 
  したり、接続先を誤ったりすると、ショートにより火災の原因になる恐れが 
  あります。 
  またインタフェースケーブルの取り扱いや接続について、次の注意事項をお 
  守りください。 
 ・破損したケーブルを使用しない。 
 ・ケーブルを踏まない。 
 ・ケーブルの上にものを載せない。 
 ・コネクタを固定しないまま使用しない。 

  

  腐食性ガスの存在する環境で使用または保管しない 
  腐食性ガス（二酸化硫黄、硫化水素、二酸化窒素、塩素、アンモニア、オゾ 
  ンなど）の存在する環境に設置し、使用しないでください。 
  また、ほこりや空気中に腐食を促進する成分（塩化ナトリウムや硫黄など） 
  や導電性の金属などが含まれている環境へも設置しないでください。 
  装置内部のプリント板が腐食し、故障および発煙・発火の原因となるおそれ 
  があります。 

  

 
 



 
 

9

   お手入れ／機器の取り扱いに関する注意事項  

 
 

  

  自分で分解・修理・改造はしない 
  絶対に自分で分解・修理・改造はしないでください。装置が正常に動作しな 
  いばかりでなく、感電や火災の原因となります。 

  

  リチウムバッテリを取り外さない 
  本製品内部にはリチウムバッテリが取り付けられています。リチウムバッテリ 
  を取り外さないでください。リチウムバッテリは火に近づけたり、水に浸けた 
  りすると爆発する恐れがあります。 

  

  感電注意 
  クリーニングの際は、本製品の電源を OFFにして電源コードをコンセントか 
  ら抜いて行ってください。例え電源を OFFにしても電源コードを接続したま 
  ま装置内部の部品に触ると感電する恐れがあります。 

  

 
 

  

  高温注意 
  本製品の電源を OFFした直後は、内蔵ハードディスクドライブなどをはじめ 
  装置内部の部品が高温になっています。十分に冷めたことを確認してから取り 
  付け／取り外しを行ってください。 

  

  中途半端に取り付けない 
  電源コードやインタフェースケーブル、機器類は確実に取り付けてください。 
  中途半端に取り付けると接触不良を起こし、発煙や発火、誤動作の原因とな 
  る恐れがあります。 
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   運用中の注意事項  

 
 

  

  巻き込み注意 
  本製品の動作中は背面にある冷却用ファンの部分に手や髪の毛を近づけない 
  でください。手をはさまれたり、髪の毛が巻き込まれたりしてけがをする恐 
  れがあります。 

  

  雷が鳴ったら触らない 
  雷が発生しそうな時には電源コードをコンセントから抜いてください。 
  また電源コードを抜く前に雷が鳴り出したら、装置には触れないでください。 
  感電の原因となります。 

  

  ペットを近づけない 
  ペットなどの生き物を近づけないでください。排泄物や体毛が装置内部に入 
  って火災の原因となります。 

  

  携帯電話などを近づけない 
  携帯電話やＰＨＳなどを近づけないでください。電波による誤動作の原因と 
  なります。 
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   ラックへの実装時の注意事項  

 
 

  

  指定以外のラックで使用しない 
  本製品を指定以外のラックに取り付けて使用したり、ラックに取り付けずに 
  使用したりしないでください。けがや周囲の破損の原因となる恐れがありま 
  す。本製品を搭載できるラックについてはお買い上げの販売店または弊社営 
  業拠点にお問い合わせください。 

  

  指定以外の場所で使用しない 
  本製品を取り付けるラックを設置環境に適していない場所には設置しないで 
  ください。システムに悪影響をおよぼすばかりでなく、ラックの転倒により 
  けがをする恐れがあります。設置場所に関する情報はラックに添付のマニュ 
  アルまたは保守サービス会社にお問い合わせください。 

  

 
 

  

  1 人でラックを搬送・設置しない 
  ラックを搬送・設置する際は、3人以上で作業を行ってください。 

  キャスタを使って移動させるときに不安定になることがあります。 

  また 1人で作業をおこなうと、けがや装置の損傷の原因となります。 
  

  質量を集中させない 
   ラックおよび取り付けたデバイスの質量が一点に集中しないようスタビライ 
  ザを取り付けるか、2台以上のラックを連結して荷重を分散してください。 
  耐震固定により装置を安定に保つこともできます。 

  

  1人で部品の取り付けをしない 
  ラック用のドアやトレーなどの部品は 2人以上で取り付けてください。部品 

  を落として破損させるばかりでなくけがをする恐れがあります。 
  

 
 ラックを固定せずに引き出さない 
  ラックから装置を引き出す際には、必ずラックを安定させた状態（スタビラ 

  イザの取付け、耐震固定など）で引き出してください。また、複数の装置を 

  一度に引き出すと、ラックが転倒する恐れがあります。装置は必ず一度に 

  1 台ずつ引き出してください。 
  

 
 指を挟まない 
  本製品のラックへの実装時に指を挟まないよう十分注意してください。 

  

 
 
 



 

３．ユーザーサポートについて  
 
 
 アフターサービスをお受けになる前に、保証書およびサービスの内容について確認してください。 
 

   保証  

 
 本製品には「保証書」が添付されています。「保証書」は販売店で所定事項を記入してお渡し 
 しますので、記載内容を確認の上、大切に保管してください。保証期間中に故障した場合には、 
 「保証書」の記載内容に基づき無償修理致します。詳しくは「保証書」およびこの後の「保 
 守サービスについて」をご覧ください。 
 保証期間後の修理についてはお買い求めの販売店もしくは保守サービス会社にご相談ください。 
 
 ・本製品に、製品の型名／製造番号／製造業者などが明記された銘板が貼って 

  あります。販売店にお問い合わせの際には、この内容をお伝えください。 

・弊社が認定していない装置またはケーブルなどを接続したことによる故障に 

 ついては、責任を負いかねますのでご了承ください。 

 
 
 
 

   修理に出される前に  

 
 「故障かな？」と思ったら、以下の手順を行ってください。 
 
  ①電源コードおよび信号ケーブルが正しく接続されていることを確認してください。 
  ②第 9章を参照し、そこに記載されている症状あるいはエラーメッセージに対応する処理 
   を行ってください。 
  ③ソフトウェアが正しくインストールされていることを確認してください。 
  ④市販のウィルス検出プログラムなどでハードディスクドライブをチェックしてみてください。 
 
 上記の処理を行っても異常がみられる時には、無理な操作をせずに、お買い求めの販売店 
 もしくは保守サービス会社にご連絡ください。 
 

・本製品は日本国内仕様のため、海外拠点で修理することは出来ませんので 
 ご了承ください。 
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  修理に出される時には  

 
 修理に出される時には、次のものをご用意ください。 
 
  ①保証書 
  ②ランプの表示状態とディスプレイ装置に表示されたエラーメッセージのメモ 
  ③障害情報  ※第 9章に記載されている情報などが含まれます。お買い求めの販売店または 
                    保守サービス会社から指示があった場合にご用意ください。 
  ④本体装置および周辺機器の記録 
 
 

  保守サービス  

 
保守サービスは自営保守販売店および保守サービス会社によって行われます。ご安心のサービス 
内容にて、ご都合に合わせてご利用頂けます。保守サービスをお受けになる際は、お買い求めの 
販売店もしくは保守サービス会社にご相談ください。 
 尚、お客様に合わせて 2種類の保守サービスをご用意しております。 
 
  ・保守サービスメニュー 
    ①契約保守サービス 
      お客様のご要求により優先的に技術者を派遣し、修理にあたります。この保守 
      方式は、装置に応じた一定料金で実施させて頂くもので、お客様との間で維持 
      保守契約を結ばせて頂きます。 
     ②未契約修理 
      お客様のご要求により技術者を派遣し、修理にあたります。保守または修理に 
      関する料金はその都度精算する方式で、作業の内容によって異なります。 
 
 

  補修用部品  

 
 補修用部品の保有期間は、製造打ち切り後 5年となっています。 
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  第三者への譲渡  

 
本製品および添付品の第三者への譲渡（または売却）する時には、次の注意事項をお守り 
ください。 

 
  ①本製品について 

本書を一緒にお渡しください。 
  ②添付のソフトウェアについて 
   以下の注意事項をお守りください。 
   ・添付されているもの全てを譲渡し、譲渡した側は一切の複製物を保持しないこと。 

・各ソフトウェアに添付されている「ソフトウェアのご使用条件」の譲渡、移転に関 
     する条件を満たすこと。 

・譲渡、移転が認められていないソフトウェアについては、削除した後に譲渡するこ 
     と。 
 

        ハードディスクドライブ内のデータについて 
 
        譲渡する装置内に搭載されているハードディスクドライブに保存されてい 

る大切なデータ(例えば顧客情報や企業の経理情報など)が第三者へ漏洩す 
ることの無いようにお客様の責任において確実に処分してください。 
 
Windowsや Linuxなどのオペレーティングシステムの「ゴミ箱を空にす 
る」操作やオペレーティングシステムの「フォーマット」コマンドでは見 
た目は消去されたように見えますが、実際のデータはハードディスクドラ 
イブに書き込まれたままの状態にあります。完全に消去されていないデー 
タは、特殊なソフトウェアにより復元され、予期せぬ用途に転用されるお 
それがあります。 

 
このようなトラブルを回避するために市販の消去用ソフトウェア(有償)ま 
たはサービス(有償)を利用し、確実にデータを処分することを強くお勧め 
します。データの消去についての詳細は、お買い求めの販売店または保守 
サービス会社にお問い合わせください。 

 
なお、データの処分をしないまま、譲渡（または売却）し、大切なデータ 
が漏洩された場合、その責任は負いかねます。 

 
 



 

  消耗品および装置の廃棄  

 
本製品およびハードディスクドライブなどの廃棄部品については、各自治体の廃棄ルールに 
従ってください。 
 
また RAIDコントローラにはリチウムバッテリおよびリチウムイオンバッテリ（バックアップ 
バッテリ）が搭載されています。 
下図は RAIDコントローラのケースカバー及びバッテリケースカバーを取り外した状態を示し 
ています。 
リチウムイオンバッテリの寿命は約 2年となりますので、RAIDコントローラ背面に貼付され 
ているラベルに記載されている期間から 2年を過ぎてのご使用はお止めください。 
寿命になりましたら販売店、保守サービス会社にご相談ください。 
廃棄の際にはリチウムバッテリおよびリチウムイオンバッテリを取り外してから、各自治体の 
廃棄ルールに従ってください。 
リチウムイオンバッテリの取り外し方は８章に記載してあります。 
 
 

 リチウムバッテリ（基板の表側にあります） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リチウムバッテリは下図のキャップの裏側に付いています。キャップ端部の溝にマイナス 
ドライバを差し込み、キャップを取り外してください。 

 

    DALLAS
DS  ***
POWERCAPTM

WITH CRYSTAL
**** ****
*********

リチウム電池
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        ハードディスクドライブやバックアップデータカートリッジ、フロッピーディ 
スク、その他書き込み可能なメディア(ＣＤ－Ｒ／ＣＤ－ＲＷなど)に保存され 
ているデータは、第三者によって復元や再生、再利用されないようお客様の 
責任において確実に処分してから廃棄してください。個人のプライバシーや 
企業の機密情報を保護するために十分な配慮が必要です。 

 

 

  リサイクル  
 

本製品ではリサイクル可能なリチウムバッテリおよびリチウムイオンバッ 
テリを使用しています。 
貴重な資源となりますので、再利用のために最寄のリサイクル協力店 
にお持ちください。 
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  ４．SATAディスクアレイ装置について 
 
 本章では、本製品の仕様および各部の名称や機能、標準で装備されているデバイスの操作方法 
 など、ご使用になる前に知っておいて頂きたい情報を記載しています。 

   仕様  
Nコード N8190-121 
筐体デザイン ラックマウントモデル 
外形寸法 0.483（W）×0.088（H）×0.514（D）m 
質量 30.0kg max 

温度 10～35℃ 
動作環境 

相対湿度 20～80％ 
温度 -20～70℃ 

保管環境 
相対湿度 5～95％ 
AC電圧 100V 
周波数 50/60Hz 
消費電流 4A max 
有効電力 380W max 

電源 

皮相電力 400VA max 

実装数 

標準 未実装（最大 12台実装可能） 
※以下のハードディスクドライブをサポートしています。 
・N8190-123 増設用 120GB HDD（ディスク回転数：7200rpm） 
・N8190-124 増設用 250GB HDD（ディスク回転数：7200rpm） 

ハード 
ディスク 
（別売） 

容量 
最大 3ＴB（250GB×12台） 

※ここでの容量表示は物理容量です。容量の表示は RAIDレベルや 
OSによるフォーマットにより異なります。 

サポート RAID RAID1および RAID5 
標準 1台実装 RAIDコントローラ 

メモリ容量 256MB（RAIDコントローラ 1台あたり） 

サポート OS 
・Windows 2000 Server/Advanced Server SP3以降 
・Windows 2003 Standard Edition/Enterprise Edition 
・Red Hat Enterprise Linux 3 以降 

管理ソフトウェア 

・nStor SATA Disk Array Management Software Ver3.0 以降 
 ※Linux用の管理ソフトウェアについては、「NEC 8番街」の「Linux 
  動作確認情報」から入手してください。 
  ［NEC 8番街］ http://nec8.com/ 

接続対象サーバ ・Express5800/100シリーズ サーバ 

接続用器材一式 
（別売） 

本製品の外部機器との接続には、以下の器材が必要となります。 
①PCIボード 
・N8190-126 SCSIコントローラ（100シリーズ サーバ専用） 
②SCSIケーブル 
・K410-93(01) SCSIケーブル 
  または K410-93(03) SCSIケーブル 
 ※本製品とサーバに実装されている SCSIコントローラとの接続に 
  使用します。 

接続ハブ 未サポート 
接続スイッチ 未サポート 
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取得規格 VCCI(class-A)、FCC(class-A)、UL 

オプション 第 10章に記載 
（ハードディスクドライブ、電源ユニット など） 

 
 

 本製品の特徴  
 ①SCSIインタフェース（Ultra320 SCSI） 
   SCSIインタフェース（Ultra320 SCSI）は以下の特徴をもっています。 
    a）性能：高転送速度（320MB/s） 
   b）接続：K410-93(03) SCSIケーブルをご使用頂くことで、デバイス間の接続距離を最大 
        3mまで延長することが出来ます。 

 
 ②構成部品の冗長構成 
   本製品では、以下の構成部品に関して冗長構成をとっております。 
   ホットスワップによる交換が可能です。 
    a）電源（N8190-122 電源ユニットの増設により冗長可能） 
    b）ファンボックス 
    c）ハードディスクドライブ 
 
 ③RAIDコンフィグレーション機能 
    a）RAIDレベル 
      RAIDとは「Redundant Array of Independent Disk」の頭文字であり、直訳すると 

「独立したディスクによる冗長なアレイ（配列）」という意味を表します。複数台の 
ハードディスクドライブにデータを配列に書き込むことで、ハードディスクドライブ 
の故障時にデータの冗長性を持たせる仕組みを意味します。 

     本製品では、RAID1および RAID5をサポートしています。 
     ・RAID1 
        ハードディスクドライブのミラーリング。2台のハードディスクドライブで構築 

し、その中の 1台のハードディスクドライブの故障に対し冗長性があり復旧が可能。 
        記憶容量はハードディスクドライブ 1台分となる。 
     ・RAID5 
        データおよび冗長データ（パリティ）のストライピング。3台以上のハードディス 
        クドライブで構築し、その中の 1台のハードディスクドライブの故障に対し冗長性 
        があり復旧が可能。 
        記憶容量は「構成するハードディスクドライブ数 － 1台」分となる。 

 
 ・本製品において RAID5 のアレイを構築する場合、ハードディスクドライブ 

3～5 台でひとつのアレイを構築することを推奨します。  
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   b）最大アレイ数 
      アレイとは複数のハードディスクドライブのグループを意味し、このアレイという単位の 
      中にロジカルドライブ（仮想ドライブ）を設定します。 
      具合的には、RAID1のロジカルドライブを設定する場合、2台のハードディスクドライブ 
      でひとつの RAID1のアレイを構築し、その中にロジカルドライブを設定します。 
      また RAID5のロジカルドライブを設定する場合は、3台以上のハードディスクドライブで 
      ひとつの RAID5のアレイを構築し、その中にロジカルドライブを設定します。 
      本製品では最大 6アレイを構築することができます。 
     尚、RAID5の場合、アレイ中の最大 HDD数は 12台までです。 
 

・RAID5 の場合、ひとつのアレイを最大 12 台のハードディスクドライブで 

構築することが可能ですが、3～5台で一つのアレイを構築することを 

推奨します。 

 
 
 
   c）最大ロジカルドライブ数 
      ロジカルドライブとはアレイの中に設定される仮想ドライブのことであり、OSから物理 
      ディスクとして認識されます。 
      最大 511個のロジカルドライブを設定することができます。 
 
 ④ライトキャッシュ機能 
   本製品では RAIDコントローラにキャッシュメモリおよびキャッシュバックアップ用バッテリが 
   実装されており、アレイに対してWrite Back Cache機能を設定することができます。 
    a）Write Backモード 

  キャッシュメモリへの書き込みの際、ハードディスクドライブへの書き込みは後で行う方 
  式。データがキャッシュメモリに書き込まれた時点でソフトウェアに完了通知が発行され 
  るため、ハードディスクドライブへの書き込みを待たずに次の処理に移ることができます。 
  一般的にWrite Throughモードよりアクセス性能は優れていますが、不慮の事故により本 
  製品への長時間の電源供給停止が続いた場合、キャッシュメモリに書き込まれていたデー 
  タを損失する危険性があります。 

    b）Write Throughモード 
  キャッシュメモリへの書き込みの際、ハードディスクドライブへの書き込みまで行う方式。 
  ソフトウェアは、ハードディスクドライブへの書き込みが完了するのを待ってから次の処 
  理に移るので、一般的にWrite Backモードよりアクセス性能は劣ります。本製品への電源 
  供給が停止してもデータを損失する可能性が少ない利点があります。 
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 ⑤リビルド機能 
   アレイを構成しているハードディスクドライブの 1台が故障した場合、下記のリビルド機能によ 
   り自動的に修復することが可能です。また管理ソフトウェアによりマニュアルでリビルドするこ 
   ともできます。 
    a）ホットスワップリビルド 
      故障したハードディスクドライブをホットスワップにより交換するだけで、リビルドが自動 
      的に実施されます。 
 ・自動的にリビルドが実施されるようにするためには、RAID コントローラ 

 の設定において Auto Hot Spare 機能を設定する必要があります。  
 
    b）スタンバイリビルド 
      故障したハードディスクドライブに代わり、予め設定しておいたホットスペアディスク 

を使用してリビルドが自動的に実施されます。 
 

・自動的にリビルドが実施されるようにするためには、RAID コントローラ 

 の設定において Auto Rebuild 機能を設定する必要があります。  
 
 
 ⑥ホットスペアディスク機能 
   本製品では、アレイを構成しているハードディスクドライブが故障した時のために、その代わり 
   となるホットスペアディスクを予め設定しておくことが出来ます。 
   故障したハードディスクドライブが保有していたデータは自動的にホットスペアディスクに再構 
   築されます。 
   尚、ホットスペアディスクとして設定されたハードディスクドライブのドライブステータス LED 
   は緑に点滅します。 
 

・ホットスペアディスクの容量は、本製品に実装されている最大容量の 
 ハードディスクドライブと同容量としてください。 
・既存のホットスペアディスクがリビルドで使用された場合、既存のホット 
スペアディスクへのリビルド完了後、新しいハードディスクドライブを 
実装し管理ソフトウェアでホットスペアディスクに設定する必要がありま 
す。 
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  構成部品の名称と機能  

 構成部品の名称と機能について記載します。それぞれの名称と位置を確認してください。 
下記の構成部品は、フィールド交換可能部品となっております。 
取り付け／取り外し方法については、第 8章を参照してください。 
尚、交換についてのご質問は、お買い求めの販売店または保守サービス会社にお問い合わせ願います。 

 
     ①筐体 
       本製品の筐体には、下で説明します②～⑥の構成部品が実装されています。 
 
 
 

①筐体 

②フロントベゼル 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

源 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

④電
 

 

⑤ファンボックス
⑥電源ダミープレート 

（電源ユニット増設用スロット）
③RAIDコントローラ 
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     ②フロントベゼル 
       フロントベゼルの前面には、本製品およびハードディスクドライブ（以後ハードディス 
       クドライブを HDDと省略する場合があります）の状態を表す LEDランプとアラーム 
       ストップボタンがあります。 
 
 

 ａ）ドライブLED  

ｂ）パワーオンLED      

ｃ）チャネルステータスLED  

ｄ）電源LED              

ｅ）ファンLED               

ｆ）アラームストップボタン 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       各ドライブ LEDは、それぞれ HDDを実装する本製品のスロットに対応しています。 

各ドライブ LEDが対応するスロット番号を以下に示します。 
 
 

スロット１       スロット４       スロット７       スロット 10 

 

スロット２       スロット５       スロット８       スロット 11 

 

スロット３       スロット６       スロット９       スロット 12 

 

 ﾄﾞﾗ
ｲﾌ
ﾞｽ
ﾃ-ﾀｽ

LE
D

 
ﾄ
ﾞﾗ
ｲﾌ
ﾞｱ
ｸﾃ
ｨﾋﾞ
ﾃｨ

LE
D

 

ﾄ
ﾞﾗ
ｲﾌ
ﾞｽ
ﾃ-ﾀｽ

LE
D

 
ﾄ
ﾞﾗ
ｲﾌ
ﾞｱ
ｸﾃ
ｨﾋﾞ
ﾃｨ

LE
D

 

ﾄ
ﾞﾗ
ｲﾌ
ﾞｽ
ﾃ-ﾀｽ

LE
D

 
ﾄ
ﾞﾗ
ｲﾌ
ﾞｱ
ｸﾃ
ｨﾋﾞ
ﾃｨ

LE
D

 

ﾄ
ﾞﾗ
ｲﾌ
ﾞｽ
ﾃ-ﾀｽ

LE
D

 
ﾄ
ﾞﾗ
ｲﾌ
ﾞｱ
ｸﾃ
ｨﾋﾞ
ﾃｨ

LE
D

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

22



 
 

23

 
      a）ドライブ LED（緑／橙） 
         HDDの状態を表す LEDです。各スロットに対しドライブステータス LEDとド 
         ライブアクティビティ LEDが 2個 1組になっており、各組の左側がドライブス 
         テータス LED、右側がドライブアクティビティ LEDとなっています。 
         ドライブステータス LEDは HDDがアレイとして設定された場合は緑に点灯し、 
         ホットスペアディスクとして設定されている場合や、アレイに設定されていない場 
         合は緑に点滅します。なお、ホットスペアディスクとして設定されている場合は、 
         アレイに設定されていない場合より速い速度で点滅します。 
         ドライブステータス LEDが橙に点灯／点滅する場合については第 9章で説明します。 
         ドライブアクティビティ LEDは通常は消灯しており、HDDがアクセスされている 
         時には緑に点滅します。 
      b）パワーオン LED（緑） 
         本製品に電力が供給されると点灯します。 
      c）チャネルステータス LED（緑／橙） 
         電源ＯＮ時やコントローラリセット時には緑に点滅し、本製品がレディーな状態に 
         なると緑に点灯します。またアレイを構成している HDDが故障した時や RAID 

 コントローラに異常が生じた時には橙に点灯します。 
      d）電源 LED（緑／橙） 
         電源の状態を表します。電源が正常であれば緑に点灯します。 
         電源に異常が発生した時には橙に点灯します。 
      e）ファン LED（緑／橙） 
         ファンの状態を表します。正常であれば緑、異常が発生した時には橙に点灯し 
         ます。また本製品が温度異常を検出した時には緑と橙に交互に点滅します。 
      f）アラームストップボタン 
         本製品の状態が変わった時や異常が生じた時にはアラームが鳴ります。 
         アラームストップボタンを押すことによりアラーム音は停止します。 
 
 
      本製品は電源ＯＮの直後はフロントベゼルのＬＥＤが橙に点灯／点滅します。 
      電源ＯＮ時のＬＥＤの点灯／点滅の様子を次のページに示します。 



本製品の電源ON時のLED点灯／点滅について 
 
（1）電源 ON直後、実装しているディスク位置や台数に関係なく、以下のように点灯します。 
 

ﾁｬﾈﾙｽﾃｰﾀｽ / 電源 / ﾌｧﾝ LED : 橙点灯 

ﾊﾟﾜｰｵﾝ LED: 緑点灯 
ﾄﾞﾗｲﾌﾞｽﾃｰﾀｽ LED: 全橙点灯 

 
 
 
 
 
 
（2）ビープ音が２回鳴り、実装しているディスク位置や台数に関係なく以下のような状態になります。 
 

ﾊﾟﾜｰｵﾝ LED: 緑

ﾁｬﾈﾙｽﾃｰﾀｽ / 電源 / ﾌｧﾝ LED : 橙点灯 ﾄﾞﾗｲﾌﾞｽﾃｰﾀｽ LED ｽﾛｯﾄ 1～3：橙/緑交互点灯 

ﾄﾞﾗｲﾌﾞｽﾃｰﾀｽ LED ｽﾛｯﾄ 4～12：橙点灯 

 
 
 
 
 
 
（3）（1）の状態になり、その後すべてのステータス系の LEDが緑色点灯となります。 
 ﾊﾟﾜｰｵﾝ / ﾁｬﾈﾙｽﾃｰﾀｽ / 電源 / ﾌｧﾝ LED : 緑点灯 
 

ﾄﾞﾗｲﾌﾞｽﾃｰﾀｽ LED: 全緑点灯 

 
 
 
 
 
（4）その後、ディスクが実装されているスロット以外のドライブステータス LEDが消灯し、ドライブ 

が実装されているスロットのドライブステータス LEDが現在のドライブの状態に準じた点灯状態 
となり、電源 ONが完了します。 

 

ﾄﾞﾗｲ
緑点
緑速
緑遅
橙点
橙点
緑/橙
消灯

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ﾊﾟﾜｰｵﾝ / ﾁｬﾈﾙｽﾃｰﾀｽ / 電源 / ﾌｧﾝ LED : 緑点灯 

ﾌﾞｽﾃｰﾀｽ LED:  
灯:  アレイに設定されているHDD 
い点滅:  ホットスペアディスクに設定されているHDD 
い点滅:  アレイに設定されていないフリーなHDD 
灯:  アレイの中に故障したHDDが含まれている場合 
滅:  故障したHDD 
交互に点灯: リビルド中のHDD 

:  HDDがスロットに実装されていない場合 
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     本製品のスロット番号 
 
     本製品にはハードディスクドライブ実装用のスロットがあります。スロットには物理的な位 
     置を示すためのスロット番号が割り当てられており、スロット番号を下図に示します。 

 
 
 

 

 
 

 
 

 
スロット１２ 

スロット１１ 

スロット１０ 

スロット９ 

スロット８ 

スロット７ 

スロット６ 

スロット５ 

スロット４ 

スロット３ 

スロット２ 

スロット１  
 
 
 
 
 
 
                     （装置前面） 
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    ③RAIDコントローラ 
      RAIDコントローラは本製品に 1台実装されています。RAIDコンフィグレーションお 
      よび通信データを制御するためのユニットです。ふたつのホストチャネルパスとふたつ 
      のディスクチャネルパスを有し、ホストチャネルパスはサーバと、ディスクチャネルパ 
      スはハードディスクドライブとの通信を行います。 
      尚、RAIDコントローラにはキャッシュメモリおよびキャッシュバックアップ用のリチ 

ウムイオンバッテリが実装されています。リチウムイオンバッテリの寿命は約 2年となっ 
ております。 
リチウムイオンバッテリはラベルに記載されている期日から 2年を過ぎてのご使用はお 
止めください。 
寿命になりましたら、販売店もしくは保守サービス会社にご相談ください。 

 

ａ）ステータスＬＥＤ 

ｃ）ＲＳ２３２ポート 

ｂ）ＶＨＤＣＩコネクタ ｄ）ラベル 

ｅ）ディップスイッチ 
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      a）ステータス LED 
         本製品内部の回線の状態を表示します。 
 
 
 
 
 
 
        ⅰ）DRT（橙） 
           RAIDコントローラに実装されているキャッシュメモリにデータが残って 

   いると点灯します。 
        ⅱ）PWR（緑） 
           RAIDコントローラに電力が供給されると点灯します。 
        ⅲ）BK0A／BK1A（橙） 
           ディスクチャネル（#0／#1）がアクティブな時に点灯します。 
           BK0Aはスロット 7からスロット 12に実装されている HDDがアクティブな 
           時に点灯します。また、BK1Aはスロット 1からスロット 6に実装されている 
           HDDがアクティブな時に点灯します。 
        ⅳ）H0A／H1A（橙） 
           ホストチャネル（#0／#1）がアクティブな時に点滅します。 
      b）VHDCIコネクタ 
         SCSIケーブルを接続します。 
         「HOST CH0」と表示されているのがホストチャネル 0側のコネクタであり、 
         「HOST CH1」と表示されているのがホストチャネル 1側のコネクタです。 
         各チャネルともサーバとの接続には RAIDコントローラの下側の VHDCIコネ 
         クタを使用します。RAIDコントローラの上側の VHDCIコネクタは使用しま 
         せん。 
 
 

・SCSI ケーブルは RAID コントローラの下側の VHDCI コネクタに 

接続します。 

上側の VHDCI コネクタは使用しません。 
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      ｃ）RS232ポート 
         本製品では RS232ポートは使用しませんのでケーブルの接続はしないでくだ 
         さい。 
      ｄ）ラベル 
         リチウムイオンバッテリの製造年月が記載されています。 
         ラベルの記載例を以下に示します。 
 
        ラベル記載例：2004年 10月に製造された場合、下のように記載されています。 
 

Set up Date 
Y 04 .M 10 

 

 

 

・RAID コントローラのバッテリ寿命は約 2年となっています。 

 ラベルに記載されている期日から 2年を過ぎてのご使用はお止め 

 ください。寿命になりましたら販売店もしくは保守サービス会社 

 にご相談ください。 

 

 

 

 
      ｅ）ディップスイッチ 
         工場出荷時の設定は全て下側（OFF）に設定されています。 
         ディップスイッチの設定は変更しないでください。 
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    ④電源 
      本製品には標準で電源が１台実装されています。 
      N8190-122 電源ユニットを増設することにより、冗長構成とすることができます。 
      冗長構成にした場合、ホットスワップによる交換が可能です。 
 
 

ａ）スイッチ 

ｃ）パワーランプ（緑） 

ｄ）異常ランプ（橙） 

ｂ）ラッチ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      a）スイッチ 
         電源の出力を ON／OFFするスイッチです。 
         電源の出力を ONにすることにより、本製品に電力が供給されます。 
         「┃」を押すと出力が ON、「○」を押すと出力が OFFになります。 
      b）ラッチ 
         電源を本製品へ固定します。 
      c）パワーランプ（緑） 
         電力が供給されると点灯します。 
      d）異常ランプ（橙） 
         電源に異常が発生した時に点灯します。 
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    ⑤ファンボックス 
      本製品には冷却用ファンボックスが標準実装されています。ファンボックスには 2台の 
      ファンが実装されており、1台のファンに障害が発生しても冷却性能が低下しないように 
      設計されています。 
      ホットスワップによる交換が可能ですが、本製品内部の温度上昇によるダメージを抑え 
      るために 5分以内に戻してください。 
 
 

ａ）ラッチ 

a）ラッチ 
  ファンボックスを本製品に 
  固定します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    ⑥電源ダミープレート

      N8190-122 電源ユニットを増設する際には、電源ダミープレートを本製品から取り外し 
      ます。 
      取り外した電源ダミープレートは大切に保管してください。 
 
 

a）ラッチ 
  電源ダミープレートを本製品に 
  固定します。 

ａ）ラッチ 
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５．セットアップについて  
 
 
   本章に記載されている作業内容は保守サービス会社へ依頼することもできます。 
 

   設置環境  

 
   本製品を正しく安全にご使用して頂くために、設置に適した環境について説明します。 
   先に記載しました「安全上のご注意」も参照し、設置場所を決めてください。 
 
 
 

※室温 15～25℃の範囲での 

 のご使用をお勧めします。 
 
 
 
 

SATAディスクアレイ装置 

Express5800サーバ 
 
 
 
 

傾斜の無い平らな場所 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・電源コードは異なる電源系

・電源コードは無停電電源装

推奨します。 
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AC100V、無停電電源装置（UPS）または平行二極 

アース付きの壁付きコンセントに添付の電源コード 

を接続 
に接続してください。

置（UPS）に接続して頂
動作環境 

温度 10～35℃ 

湿度 20～80％ 
埃の少ない、きれいで 

整頓された部屋 
 
くことを 
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   接続形態  

 
     本製品では、Express5800/100シリーズにおいて２種の接続形態をサポートしています。 
 

・本製品に接続できるサーバの最大数は 2台です。（クラスタ構成時） 

・本製品はハブおよびスイッチへの接続はサポートしていません。 

・クラスタ構成でご使用になられる場合には、クラスタシステム用ソフト 

 ウェア（｢CLUSTER PRO｣など）が必要となります。また、クラスタ環境に 

おいては共有ディスクとして接続できるアレイ装置は１台のみです。 

 
 
 
 
 
     a）単体サーバ接続 
      SCSIコントローラを 1台実装したサーバ 1台を接続します。 
 

Express5800 

SCSIｹｰﾌﾞﾙ 

SATAﾃﾞｨｽｸｱﾚｲ装置 

SCSIｺﾝﾄﾛｰﾗ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      また、以下の図のように 1台のサーバに SCSIコントローラを２枚実装し、2台の 
      SATAディスクアレイ装置をサーバに接続することもできます。 
 

Express5800 

SCSIｹｰﾌﾞﾙ 

SATAﾃﾞｨｽｸｱﾚｲ装置 

SCSIｺﾝﾄﾛｰﾗ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
     b）クラスタ構成接続 
      SCSIコントローラを 1台実装したサーバ 2台を接続します。 
 
 

Express5800 

SCSIｹｰﾌﾞﾙ 

SATAﾃﾞｨｽｸｱﾚｲ装置  

SCSIｺﾝﾄﾛｰﾗ 

Express5800 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     ※注意 
     シンプルで安価なクラスタシステムの構築が可能ですが、本SATAアレイ装置をクラスタ 

環境にてご利用いただく際には以下の点に留意が必要です。 

 

・RAIDコントローラの故障に対して冗長性が無い。 

→コントローラ故障時にはデータロストする場合があります。 

・SCSIコントローラの故障やSCSIバスの遮断時、障害が発生したサーバからの運用が停止 

し、クラスタシステム機能によるフェールオーバーが発生します。 

・「CLUSTER PRO」などのクラスタシステム用のソフトウェアが必要です。 
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   セットアップ手順  

 
  次の手順に従って、本製品をセットアップします。 
 

セットアップ開始 
         ↓ 
 

① 本製品のラックへの実装 
         ↓ 

② 本製品へのオプション品の実装（ＨＤＤ、電源ユニット） 
         ↓ 

③ ケーブルの接続（SCSIケーブル、電源コード） 

【 ハードウェア編 】 

 
 
 
         ↓       （以下は次章にて説明） 
 
 

① 管理ソフトウェア（StorView）のインストール 
         ↓ 

② コンフィグレーション（アレイの構築およびロジカルドライブの設定） 
         ↓ 

③ ホットスペアディスクの設定 
    ※ホットスペアディスクを実装する場合のみ必要。 
         ↓ 

④ RAIDコントローラの設定 
         ↓ 

⑤ コンフィグレーション情報のバックアップ 

【 ソフトウェア編 】 

 
         ↓ 

セットアップ完了 
 
 
 



 
   ①本製品のラックへの実装 
 

 ・ラックに実装する際には、必ず「安全上のご注意（ラックへの実装時 
 の注意）」をお読みください。  

 
   （1）実装用部材を確認します。本製品のラックへの実装用部材として、下の部材が添付されて 
      います。また取り付けにはプラスドライバが必要です。 
 
      ・ガイドレール（2本） 
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      ・ガイドピン（2本）  ・ネジ（12本）  ・コアナット（8個） 
 
 
 
 
      ・マウントパネル（1式） 
 
 
 
 
 
 

・ラックへの実装用部材が揃っていることを確認してください。  
 
 
   （2）フロントベゼル／電源を取り外します。フロントベゼルはネジで固定されていないと外れ 
      易いこと、電源は重量があることから、実装作業を安全に行って頂くために、一旦、フロ 
      ントベゼルと電源を取り外してください。 
      取り外し方法については、第 8章を参照してください。 
      尚、電源は重量があるので、取り外す際は落とさないように注意してください。 
 
 



 
   （3）マウントパネルを取り付けます。マウントパネルを取り付けることで本製品のラックへの 
      実装が容易になります。マウントパネルは両端にネジ止めされているブラケットでラック 
      フレームを挟み込むようにしてネジで固定します。マウントパネルを取り付けるためには、 
      本装置を含めて 3U（1U=44.45mm）の空きスペースが必要となります。マウントパネルは 
      必ずしも必要ではありませんが、安全性および実装の簡易化の観点からご使用頂くことを 
      推奨致します。 
 

 ﾏｳﾝﾄﾊﾟﾈﾙ  

 SATAﾃﾞｨｽｸｱﾚｲ装置 

ﾈｼﾞ 
ﾈｼﾞ 

ﾌﾞﾗｹｯﾄ  

 
 

２Ｕ  
 

１Ｕ  
 
 
                              （ラック前面） 
 
   （4）コアナットを取り付けます。本製品を実装するところのラックフレームにコアナットを取り 
      付けます。コアナットはラックの内側からラックフレーム（前後左右の 4本）に各 2個ずつ 
      取り付けます。 
 

２Ｕ 

（内側） 

（外側） 

ｺｱﾅｯﾄ  

 
 
 
 
 
 
 
   （5）ガイドレールを取り付けます。ガイドレールをラック後部のラックフレーム（左右の 2本） 
      にネジで固定します。 
 

（内側） 

（外側） 

ｺｱﾅｯﾄ  

 ｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙ 

ﾈｼﾞ 

 
 
 

ﾈｼﾞ 
 
 
 
 
 
 
           （ラック背面） 
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   （6）ガイドピンを取り付けます。ガイドピンを本製品の前部両端に後ろ側から取り付けます。 
 
 

 ｶﾞｲﾄﾞﾋﾟﾝ 

 
 
 
 
 
 
           （装置側面） 
 
   （7）本製品をラックへ実装します。本製品をラック前方からマウントパネル上を滑らせるように 
      して押し入れ、ラック後部のラックフレームに取り付けられているガイドレールが、本製品 
      の後部両端のレールスロットに挿入されるように実装します。 
 

 ﾚｰﾙｽﾛｯﾄ 

ｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙ  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
            （ラック前面）            （ラック背面） 
 
 

・本製品のラックへの取り付け／取り外しは、必ず 3人以上で行って 
 ください。 
・本製品のラックへの取り付け／取り外しは、装置が滑り落ちる危険が 

ありますので十分に注意しながら行ってください。 

 
 
 
 
 
 

 
 

37



 
     本製品をラック前部のラックフレーム（左右の 2本）に各 2本のネジで固定します。 
 

ﾈｼﾞ  ﾈｼﾞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
              （ラック前面） 
 
   （8）マウントパネルを取り外します。マウントパネルをラックフレームに固定しているマウント 
      パネル両端のネジを取り外します。マウントパネルを手で支えながらマウントパネルとブラ 
      ケットを固定しているネジを緩め、ブラケットをスライドさせマウントパネルを取り外しま 
      す。 
 

ﾏｳﾝﾄﾊﾟﾈﾙ

ﾌﾞﾗｹｯﾄ 

 

 
 
 
 
 
           （ラック前面） 
 
   （9）フロントベゼル／電源を取り付けます。 
      取り付け方法については、第 8章を参照してください。 
      必ずネジやラッチで固定されたことを確認してください。 
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   ②本製品へのオプション品の実装（ハードディスクドライブ、電源ユニット） 
 
   （1）ハードディスクドライブを実装します。 
      本製品のスロット番号は下図の通りとなっています。 
 

 

 
 

 
 

 
スロット１２ 

スロット１１ 

スロット１０ 

スロット９ 

スロット８ 

スロット７ 

スロット６ 

スロット５ 

スロット４ 

スロット３ 

スロット２ 

スロット１ 
 
 
 
 
 
 
 
 
                     （装置前面） 
 
      ハードディスクドライブは必ず下のスロット番号の順番で実装します。 
 
        ｽﾛｯﾄ 1  →  ｽﾛｯﾄ 2  →  ｽﾛｯﾄ 3  →  ｽﾛｯﾄ 4 → 以降、若番スロットから実装 
 
      取り付け方法については、第 8章を参照してください。 
 

・ハードディスクドライブの実装に関する注意事項ついて、必ず第 7章

 も参照してください。 
 
 
 
   （2）必要に応じて N8190-122 電源ユニットを実装します。 
      取り付け方法については、N8190-122 電源ユニットに添付のセットアップカードを 
      参照してください。 
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   ③ケーブルの接続（SCSIケーブル、電源コード）
 

    1）SCSIケーブルの接続 

 

     本製品とサーバを K410-93(01/03) SCSIケーブルで接続します。取り付け前にケーブル 
     のコネクタ部分に破損や変形等がないことを確認してください。 
 
      

 

 

 

 

 
（K410-93(01/03) SCSI ｹｰﾌﾞﾙ） 

 

 

    下図は単体サーバ接続の場合 
 
 

Express5800 

SCSIｹｰﾌﾞﾙ 

SATAﾃﾞｨｽｸｱﾚｲ装置 

SCSIｺﾝﾄﾛｰﾗ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    （1）下図を参照して SCSIケーブルを RAIDコントローラの下側の VHDCIコネクタに接続し 
       てください。 
       サーバ 1台にディスクアレイ装置を 1台接続する場合は、RAIDコントローラのホスト 

チャネル 0の下側のコネクタにケーブルを接続します。 
       サーバ 1台にディスクアレイ装置を２台接続する場合は、2台とも RAIDコントローラの 

ホストチャネル 0の下側のコネクタにケーブルを接続します。 
       クラスタ接続の場合は、RAIDコントローラのホストチャネル 0及びホストチャネル 1の 

下側のコネクタに SCSIコネクタを接続してください。 
    （2）RAIDコントローラのコネクタに SCSIケーブルを接続した後に、SCSIケーブルを 

サーバに実装されている SCSIコントローラのコネクタに接続してください。 
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「HOST CH 0」 

ホストチャネル 0の下側の VHDCIコネクタ 

本コネクタに SCSIケーブルを接続します。 

「HOST CH 1」 

ホストチャネル 1の上側の VHDCIコネクタ 

本コネクタは使用しません。 

「HOST CH 1」 

ホストチャネル 0の上側の VHDCIコネクタ 

本コネクタは使用しません。 

「HOST CH 1」 

ホストチャネル 1の下側の VHDCIコネクタ 

本コネクタに SCSIケーブルを接続します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ・RAID コントローラの VHDCI コネクタは上下２段ありますが、上側の 

コネクタは使用しません。 

SCSI ケーブルは RAID コントローラの下側の VHDCI コネクタに接続 

してください。 
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    2）電源コードの接続 
 
      電源のスイッチが OFFであることを確認してください。 
      添付の電源コードを電源から壁付きコンセントへ接続してください。 
      また、N8190-122 電源ユニットを実装することにより、電源を冗長構成にしている 
      場合は 2本の電源コードは異なる電源系に接続してください。 
      尚、本製品および N8190-122 電源ユニットに添付されている電源コードは AC100V 
      専用です。 
 

電源 

ACｹｰﾌﾞﾙ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ・電源を冗長構成にしている場合、2本の電源コードは異なる 

電源系に接続してください。 

・冗長無停電電源装置（UPS）をご使用になられる場合には、 

 第 7 章を参照してください。 

 
 
 
 
 

・本製品および N8190-122 電源ユニットに添付されている電源コードは 

AC 100V 専用です。 

 異なる電圧でご使用になられますと、感電や火災の原因となります。 
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６．管理ソフトウェア（StorView）について  
 
 
  StorViewは本製品のコンフィグレーション、イニシャライズ、管理モニタリング、メンテナンス 
  などを行うためのクライアント／サーバアプリケーションです。 
  前章のセットアップ手順に従いハードウェア環境を構築した後、StorViewのインストール、続いて 
  StorViewからのコンフィグレーション／環境設定を行います。 
  StorViewの使用方法の詳細については、ソフトウェアに添付のマニュアルを参照してください。 
  なお、管理ソフトウェアのバージョンの違いにより、画面イメージが異なる場合があります。 
 

   セットアップ手順  

 
セットアップ開始 

         ↓ 
 

① 管理ソフトウェア（StorView）のインストール 
         ↓ 

② コンフィグレーション（アレイの構築およびロジカルドライブの設定） 
         ↓ 

③ ホットスペアディスクの設定 
    ※ホットスペアディスクを実装する場合のみ必要。 
         ↓ 

④ RAIDコントローラの設定 
         ↓ 

⑤ コンフィグレーション情報のバックアップ 
 
         ↓ 

【 ソフトウェア編 】 

セットアップ完了 
 
 
 ・クラスタ構成でご使用になられる場合には、クラスタシステム用ソフト 

 ウェア（｢CLUSTER PRO｣など）のインストールが必要となります。 

・クラスタ環境での StorView からの本製品のコンフィグレーションや監視 

 は、どちらか一方のサーバから行ってください。 

 StorView は 2 台のサーバから同時に起動しないでください。 
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  ① 管理ソフトウェア（StorView）のインストール 
 
  （1）StorViewのインストールに必要な下の部材を準備します。下の部材は本製品に標準添付と 
     なっております。 
      a）nStor SATA Disk Array Management Software［CD-ROM］ 
      b）Expres5800シリーズ StorView Ver.3 オペレーションマニュアル(N8190-121用) 

［オンラインマニュアル］ 
      c）Expres5800シリーズ StorView Ver.3 インストレーションマニュアル(N8190-121用) 
 
  （2）「Expres5800シリーズ StorView Ver.3 インストレーションマニュアル(N8190-121用)」を 
     参照しながら、StorViewをインストールします。 
 
  ② コンフィグレーション（アレイの構築およびロジカルドライブの設定） 
 
    本製品に実装されたハードディスクドライブを OS上から認識できるようにするためには、本 
    製品がサポートしている RAIDレベルでのハードディスクドライブのグルーピング（アレイの 
    構築）を行い、その中に仮想ドライブ（ロジカルドライブ）を設定する必要があります。 
 
    ここではその一例として、11台のハードディスクドライブを実装し、ふたつの RAID5（5台） 
    のアレイの構築からロジカルドライブの設定、更にはホットスペアディスク（1台）の設定に 
    ついて説明しています。尚、ホットスペアディスクの設定は次項での説明となります。 
 
   （1）StorViewを起動してください。 
 
    最初にアレイの構築を行います。 
 
   （2）［CREATE］ボタンを押してください。 
 

ｸﾘｯｸ 
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   （3）CREATE ARRAY画面の項目 1～9について下のとおりに設定してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     1.Select Drives ：実装されているハードディスクが表示されています。 

  表示例）Hitachi 249GB, Enc/Slot:1.1 
   上記の表示は、ハードディスクドライブが本製品（Enclosure=1） 
   の Slot1（スロット 1）に実装されていることを意味しています。 
   なお、StorViewで表示される HDDの容量は、製品名の容量と異なる 
   場合があります。 
 アレイを構築するためのハードディスクドライブを選択してください。 
 ここではふたつの RAID5（5台）のアレイを構築するので、Slot1、Slot2、 

Slot3、Slot4、Slot5の 5台のハードディスクドライブを選択します。 
     2.Name ：アレイに任意の名前を付けます。32文字まで入力できます。 

 デフォルトは［Array0］であり、アレイの数と共にカウントアップします。 
     3.RAID Level ：RAIDレベルを選択します。本製品では RAID1と RAID5をサポートして 

 います。ここでは［RAID5］を選択します。 
     4.Sub-Arrays ：未サポート。［N/A］のままとします。 
     5.Chunk Size ：ストライプサイズを設定します。64/128/256kBでの設定が可能です。 
             デフォルトは［64kB］であり、これを推奨します。 
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 6.Initialize/Trust Array ：アレイを構築した後、RAIDの整合性をとるためにイニシャライ 

 ズが必要となります。デフォルトは［Initialize］であり、アレイ 
 の構築が完了すると自動的にイニシャライズが開始します。 
 ここでは［Initialize］のままとします。 
 尚、イニシャライズを後から行いたい場合にはプルダウンボタン 
 で［Trust Array］を選択してください。 

 7.Back-off percent ：［0%］を選択します。 
     8.Read-Ahead Cache ：リードキャッシュサイズを設定します。256kB～2MB/Auto/無効の 

 設定が可能です。デフォルトは［Automatic］であり、これを推奨 
 します。 

     9.Enable Write Back Cache 
    ：ライトキャッシュサイズを設定します。1MB～キャッシュメモリ 

 の最大値/無効の設定が可能です。［16MB］に設定することを推奨 
 します。尚、ライトキャッシュサイズを大きな値に設定しますと、 
 ライト性能は向上しますが、リード性能が低下します。 
 また以下の障害が発生した場合にライトキャッシュを無効とする 
 オプション設定があり、障害発生時のライトキャッシュデータの 
 損失を防止します。 
  ・RAIDコントローラのバックアップバッテリが故障した場合 
  ・アレイがクリティカルな状態になった場合 

      全てを有効（チェックマーク有り）にすることを推奨します。 
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   （4）全ての設定が完了したら、［CREATE］ボタンを押してください。 
 

ｸﾘｯｸ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   （5）アレイの構築が完了すると下のメッセージが表示されますので、［CLOSE］ボタンを 

  押して終了します。 
 

ｸﾘｯｸ 

 
 
 
 
 
   （6）手順（3）～（5）を繰り返し、もうひとつのアレイを構築します。 
 
   （7）CRAETE ARRAY画面の［CLOSE］ボタンを押します。 
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   （8）アレイの構築が完了すると、自動的にイニシャライズが開始されます。 
      複数のアレイを構築した場合、同時にイニシャライズが開始されます。 
 
 

ｲﾆｼｬﾗｲｽﾞ中 
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    続いてロジカルドライブの設定を行います。 
    イニシャライズはバックグランドで行われますので、イニシャライズの完了を待たずにロジ 
    カルドライブの設定を行うことができます。 
 
   （9）［CREATE］ボタンを押します。 
 

ｸﾘｯｸ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   （10）CREATE LOGICAL DRIVE画面の項目 1～5について下のとおりに設定します。 
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  1.Select which Array(s) to use：既存のアレイが表示されています。 

    表示例）Array 0（Region 0）, 999GB, R5 
         上記の表示は、Array0と言う名称のアレイ 
         が RAID5で 999GBの容量であることを意味 
         しています。 
   ロジカルドライブを設定するアレイをひとつ選択してくだ 
   さい。 

  2.Name ：ロジカルドライブに任意の名前を付けます。32文字まで入力できます。 
         デフォルトは［LD 0］であり、ロジカルドライブの数と共にカウント 
         アップします。 
  3.Size ：ロジカルドライブのサイズ（GB単位）を入力します。 

 小数点以下の入力はできません。 
  4.Mapped to ：設定の必要はありません。 
         デフォルトは［0］であり、ロジカルドライブの数と共にカウントアップ 
         します。 
  5.Availiability 
  ：設定したロジカルドライブに対して、RAIDコントローラの HOST CH0 

コネクタと HOST CH 1コネクタに接続されている本体装置からのアクセ 
スを制限することができます。 
 通常は使用しません。有効（チェックマーク有り）のままとしてくださ 
 い。 

 
   （11）全ての設定が完了したら、［CREATE］ボタンを押します。 
 
   （12）ロジカルドライブの設定が完了すると下のメッセージが表示されますので、［CLOSE］ 

  ボタンを押して終了します。 
 

ｸﾘｯｸ 

 
 
 
 
 
 
   （13）更にロジカルドライブを設定したい場合には、手順（10）～（11）を繰り返します。 
      尚、複数のアレイが存在する場合、ひとつのアレイの全容量をロジカルドライブとして 
      設定した後に次のアレイへのロジカルドライブの設定を行ってください。 
 
   （14）ロジカルドライブの設定が完了したら、本体装置にロジカルドライブを認識させるため 
      に本体装置を再起動してください。 
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   次に構築したアレイやロジカルドライブを個々に削除する手順について説明します。 
 
  ■ アレイの削除 
 
   （1）削除したいアレイを選択します。 
 
 

ｸﾘｯｸ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   （2）［DELETE ARRAY］ボタンを押します。 
 
 

ｸﾘｯｸ 
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   （3）パスワードを入力し、［GO］ボタンを押します。 
 

ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ入力 ｸﾘｯｸ 

 
 
 
 
 
 
   （4）アレイの削除が完了すると下のメッセージが表示されますので、［CLOSE］ボタンを 

  押して終了します。 
 

ｸﾘｯｸ 
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  ■ ロジカルドライブの削除 
 
   （1）削除したいロジカルドライブを選択します。 
 
 

ｸﾘｯｸ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   （2）［DELETE］ボタンを押します。 
 

ｸﾘｯｸ 
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   （3）パスワードを入力し、［GO］ボタンを押します。 
 
 

ｸﾘｯｸ 
ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ入力 

 
 
 
 
 
 
 
   （4）ロジカルドライブの削除が完了すると下のメッセージが表示されますので、［CLOSE］ 

  ボタンを押して終了します。 
 
 

ｸﾘｯｸ 
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  ③ ホットスペアディスクの設定
 
    本製品では、アレイを構成しているハードディスクドライブが故障した時のために、その代わ 
    りとなるホットスペアディスクを予め設定しておくことができます。 
    尚、ホットスペアディスクとして設定されたハードディスクドライブのドライブステータス 
    LEDは緑に点滅します。 

 
・ホットスペアディスクの容量は、本製品に実装されている最大容量の 
 ハードディスクドライブと同容量としてください。 
・既存のホットスペアディスクがリビルドで使用された場合、既存のホッ 
トスペアディスクへのリビルド完了後、新しいハードディスクドライブ 
を実装し管理ソフトウェアでホットスペアディスクに設定する必要があ 
ります。 

 
 
 
 
 
 

    本製品では 2種類のホットスペアディスクが定義されています。詳しくは下の手順の中で説 
    明しています。 
 
   （1）既存のホットスペアディスクにリビルドが実施されている場合、リビルドが完了するの 
      を待ちます。 
 
   （2）ホットスペアディスク用のハードディスクドライブを実装します。 
 
   （3）ホットスペア用として実装したハードディスクドライブを選択します。 
 
 
 

ｸﾘｯｸ 
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   （4）［MAKE SPARE］ボタンを押します。 
 

ｸﾘｯｸ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   （5）本製品では下の 2種類のホットスペアディスクが定義されています。 
      使用環境に応じて選択してください。 
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  1.Global Hot Spare ：既存の全てのアレイに対するホットスペアディスクとして設定 

 されます。 
             ［Make Hot Spare］をクリックします。 
 

ｸﾘｯｸ 
 
 
 
 
  2. Dedicated Spare ：特定のアレイに対するホットスペアディスクとして設定されます。 
             プルダウンボタンで対象とするアレイを選択します。 
 

ｱﾚｲを選択  
 
 
 

 
   （6）（5）で［Global Hot Spare］を選択した場合、以下の画面が表示されます。ホットスペア 
      ディスクの容量が、本製品に実装されている最大容量のハードディスクドライブと同容量 
      以上であることを確認し、［OK］ボタンを押します。 
      なお、［Dedicated Spare］を選択した場合は、以下の画面は表示されません。 
 

ｸﾘｯｸ 

確認 
 
 
 
 
 
   （7）ホットスペアディスクの設定が完了すると以下のメッセージが表示されますので、［CLOSE］ 

  ボタンを押して終了します。 
 

ｸﾘｯｸ 
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   次にホットスペアディスクの設定を解除する手順について説明します。 
 
   （1）設定を解除したいホットスペアディスクを選択します。 
      ホットスペアディスクは下のように表示されています。 
        ・Global Hot Spare ： 
       ・Dedicated Spare ： 
 
 

ｸﾘｯｸ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   （2）［REMOVE SPARE］ボタンを押します。 
 
 

ｸﾘｯｸ 
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   （3）ホットスペアディスクの設定が解除されると下のメッセージが表示されますので、［CLOSE］ 

  ボタンを押して終了します。 
 
 

ｸﾘｯｸ 
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  ④ RAIDコントローラの設定
 
    使用環境に合わせて RAIDコントローラの設定を行います。 
 
   （1）RAIDコントローラのアイコンをクリックします。 
 
 

ｸﾘｯｸ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   （2）［PARAMETERS］タブを選択します。下の説明に従いパラメータを設定してください。 
      
 

推奨設定 

設定変更禁止 

ｸﾘｯｸ  
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     ・ Log Enclosure Events ：筐体に実装されている構成部品の情報が StorViewの 

 Viewログに登録されます。 
 有効にすることを推奨します。 

     ・ Background Drive Verification ：ハードディスクドライブのエラーをバックグ 
ランドでチェック／修復します。 
 有効にすることを推奨します。 

     ・ Auto Update Drive Firmware ：チェックしないでください。 
     ・ Auto Hot Spare ：アレイを構成しているハードディスクドライブを故障交換した場 

合、交換したハードディスクドライブに対し自動的にリビルドを 
開始します。 
 有効にすることを推奨します。 

 ・ Auto Rebuild ：ホットスペアディスクが設定されており、アレイを構成している 
 ハードディスクドライブが故障した場合、ホットスペアディスク 
に対し自動的にリビルドが開始されます。 
 尚、この機能はホットスペアディスクが設定されると自動的に有効 
 となります。 

     ・ Rebuild Priority ：リビルドの処理速度を意味します。［50%］を推奨します。 
 
     「Controller Port ID」の「P0」はホストチャネル 0、「P1」はホストチャネル 1の SCSI ID 
     を示します。 
     「P0」、「P1」とも初期設定値のままにしてください。 
 
   （3）全ての設定が完了したら、［APPLY］ボタンを押します。 
 
 
 
 
 

 61



 
  ⑤ コンフィグレーション情報のバックアップ
 
    コンフィグレーション作業（イニシャライズ含む）が完了したら、必ずコンフィグレーション 
    情報のバックアップを行ってください。このバックアップファイルは保守サービス会社が使用 

する場合があります。 
    この際、フォーマット済みのフロッピーディスク（1枚）が必要となりますので、予めご用 
    意ください。 
 
   （1）本体装置のフロッピーディスクドライブにフォーマット済みのフロッピーディスクを 
      挿入します。 
 
   （2）フロッピーディスクのアイコンをクリックします。 
 
 

ｸﾘｯｸ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   （3）［DOWNLOAD］ボタンを押します。 
 
 

ｸﾘｯｸ 
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   （4）［このファイルをディスクに保存する（S）］を選択し、［OK］ボタンを押します。 
 

ｸﾘｯｸ 

ﾁｪｯｸ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
   （5）保存場所をフロッピーディスクドライブに指定します。 

  任意のファイル名を入力し、［保存（S）］ボタンを押します。 
   ファイル名のデフォルトは「Default Configuration Name_(月)_(日)_(年)」、拡張子は 

  「.bin」となります。 
 

FD ﾄﾞﾗｲﾌﾞを選択 

ﾌｧｲﾙ名を入力 ｸﾘｯｸ 

 
 
 
 
 
 
 
 
   （6）ファイルの保存が完了すると下のメッセージが表示されますので、［閉じる］ボタンを 

  押して終了してください。 
 

ｸﾘｯｸ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
   （7）コンフィグレーション情報を保存したフロッピーディスクには、日付け／装置名などを 
      記入したラベルを貼り付け、大切に保管してください。 
 

 63



 
  ⑥ リビルド機能
 
    アレイを構成しているハードディスクドライブの 1台が故障した場合などに、新しいハード 

ディスクドライブに交換してリビルドを実施することで、新しく交換したハードディスクドラ 
イブへデータの再構築を行うことができます。 

    RAIDコントローラの設定において Auto Hot Spare機能を設定することで、自動的にリビル 
ドが実施されるようにすることもできますが、ここではマニュアル操作によるリビルドの手順 
について説明します。 

 
   （1）故障または予防保守により交換した新しいハードディスクドライブを選択します。 
 
 
 

ｸﾘｯｸ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    ※一度 Failしたハードディスクドライブを一旦抜いてからもう一度挿入しても、RAID 

コントローラがハードディスクドライブの情報を保持しているため、ステータスは Fail 
のままです。 
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   （2）［REBUILD ARRAY］ボタンを押します。 
 
 

ｸﾘｯｸ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   （3）リビルドの対象となるアレイを選択します。 
 
 

ｸﾘｯｸ 
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   （4）リビルドが開始されると下のメッセージが表示されますので、［CLOSE］ボタンを押して 
      終了します。 
 

ｸﾘｯｸ 

 
 
 
 
 
 
   （5）リビルドが開始されます。 

尚、リビルドの処理速度は RAIDコントローラの設定における Rebuild Priority 
機能の設定値に依存します。Rebuild Priority機能のデフォルト設定値は［50%］ 
となっています。 

 

ﾘﾋﾞﾙﾄﾞ中 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

リビルドを中止したい場合にはプログレスバーの右横の［Stop］をクリックし、 
現れたメッセージ画面で［GO］ボタンを押してください。 

 

ｸﾘｯｸ 
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７．本装置の取り扱い時の注意事項について  
 
 

  安全上の注意  

 
  先に記載しました「安全上の注意」を参照してください。 
 

  電源の ON／OFF  

 
  本製品は背面の電源スイッチで ON／OFFします。電源の ON／OFFは下の手順に従ってください。 
 
   ① 電源ON 
 
   （1）本製品のフロントベゼルの LEDが緑色に点灯／点滅したことを確認した後、本体装置の 

電源を ONにします。 
     フロントベゼルの LEDは、電源が ONにされてから約 2分後に緑色に点灯／点滅します。 
 
    ２分以上たってもフロントベゼルの LEDが点灯しない、または橙色に点灯した場合の処置に 
    ついては、第 9章を参照してください。 
    なお、電源ＯＮの直後の LEDの状態に関しては第 4章を参照してください。 
 
   ② 電源OFF 
 
   （1）本体装置の電源を OFFにします。 
   （2）本製品の電源を OFFにします。 
 
    尚、電源を OFFした後の再投入は 40秒以上経ってから行ってください。 
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  無停電電源装置（UPS）による自動運転  

 
   無停電電源装置（UPS）による自動運転を行う場合には、OSの起動待ち時間を 300秒以上に設定 
   してください。本製品が動作可能状態になっていないと OSから認識できないため、OSの起動待 
   ち時間を確保する必要があります。 
   また N8190-122 電源ユニットを増設し電源を冗長構成にしている場合の UPSとの接続について 
   は下図を参照してください。 
    
 
    ■ 1台の UPSに接続する場合 
 
 

電源 無停電電源装置 
（UPS#1） 電源 

N8190-121 
 SATA ﾃﾞｨｽｸｱﾚｲ装置 

 
 
 
 
 
    ■ 2台の UPSに接続する場合 
 

無停電電源装置 
（UPS#1） 

電源 

無停電電源装置 
（UPS#2） 

電源 

N8190-121 
 SATA ﾃﾞｨｽｸｱﾚｲ装置 
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  ハードディスクドライブの増設および交換  

 
  本製品にはオプションとして以下のハードディスクドライブが用意されています。 
   ・N8190-123 増設用 120GB HDD（ディスク回転数：7200rpm） 
   ・N8190-124 増設用 250GB HDD（ディスク回転数：7200rpm） 
 
  ハードディスクドライブの増設および交換時には、次の注意事項をお守りください。 
 
  a）一般的な注意事項 
    ■ 同一アレイ内のハードディスクドライブは全て同容量であること。 
    ■ ホットスペアディスクの容量は、本製品内に実装されている最大容量のハードディスクド 
      ライブと同じであること。 
  b）実装時の注意事項 
    ■ ハードディスクドライブを実装する前にハードディスクドライブに添付のロケーション 
      ラベルを貼り付けます。 
      実装しようとしているスロットのスロット番号に相当するラベルを貼り付けてください。 
    ■ ハードディスクドライブは下のスロット番号の順番で実装してください。 
        ｽﾛｯﾄ 1  →  ｽﾛｯﾄ 2  →  ｽﾛｯﾄ 3  →  ｽﾛｯﾄ 4 → 以降、若番ｽﾛｯﾄから実装 

■ ホットスワップでの取り付けの場合、ハードディスクドライブを抜いて 90秒以上待って 
から、新しいハードディスクドライブを実装してください。 

  c）その他の注意事項 
■ ホットスペアディスクが設定されている場合、ホットスペアディスクへのリビルドが完了し 
たら、故障したハードディスクドライブを交換し、交換した新しいハードディスクドライブ 
を管理ソフトウェア（StorView）を使用してマニュアル操作でホットスペアディスクとして 
設定する必要があります。 
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  OS再起動／シャットダウン時の動作  

 
   StorViewで以下の処理を実施中に OSを再起動/シャットダウンした場合、処理は中断/停止する 

ことなく継続されます。 
・初期化(Initialize) 
・エキスパンドアレイ(Expand Array) 
・ベリファイパリティ（Verify Parity） 
・リビルド（Rebuild） 

 

  サーバアイコンとストレージアイコンの状態  

 
   アレイ装置およびアレイ装置の接続されている Expressサーバに何らかの障害が発生しても、 

StorViewのサーバアイコンとストレージアイコンの状態は変化しません。 
障害の発生は、StorViewのコントローラアイコンやアレイステータスアイコンなどの状態を直接 
確認してください。 

 
※各アイコンの説明については、「StorViewオペレーションマニュアル」を参照してください。 

 

  Ｖｉｅｗログ  

 
   Viewログの容量が増えすぎると、システム負荷が高い場合に、Viewログの表示に時間を要したり、

繰り返し再表示を要求されることがあります。View ログのファイルサイズが 10MB 以上の大きさ
になった場合は、Viewログを一旦保存してクリアするようにしてください。 
Viewログのファイルパスは"C:¥Program Files¥StorView¥db¥ServerLog.log"になります。インス 
トール時にファイルパスを変更している場合は、ご指定のファイルパスに読み替えてください。 

 

  異常ではないイベントログ  

 
  本製品に頻繁にアクセスが続き、高負荷の状態が続いた場合、イベントログに以下のエラーや警告 
  が登録されることがあります。頻繁に登録されなければ、異常ではありません。 
   <システムイベントログ> 
    ・ソース ：Symmpi 
    ・ID ：9 
    ・説明 ：デバイス ¥Device¥Scsi¥Symmpi x はタイムアウト期間内に応答しませんでした。 

 
   <システムイベントログ> 
    ・ソース ：Disk 
    ・ID ：51 
    ・説明 ：ページング操作中にデバイス¥Device¥Harddisk x¥xxx上でエラーが検出されま 

した。 



 

  ライトキャッシュモードの切り替え  

 
   本製品ではライトキャッシュがWrite Backモードに設定されていても、下の障害が発生した 
   場合には自動的にWrite Throughモードに切り替わるようオプション設定することができます。 
   これは障害が発生した場合のキャッシュデータの保護を目的としています。 
   オプション設定により、Write BackモードからWrite Throughモードに切り替わる条件は下の 
   とおりとなっています。 
    ・RAIDコントローラのキャッシュバックアップバッテリの故障 
    ・アレイがクリティカルな状態になった場合 
   ライトキャッシュはアレイの構築時に設定しますが、アレイ構築後は下の手順で設定を変更 
   してください。 
 
   （1）ライトキャッシュの設定を変更したいアレイを選択します。 
 
 
 

ｸﾘｯｸ 
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   （2）必要に応じてライトキャッシュの設定を変更し、［APPLY］ボタンを押します。 
      通常は［16MB］、に設定することを推奨しています。 
      尚、ライトキャッシュサイズを大きな値に設定しますと、ライト性能は向上しますが、 
      リード性能が低下します。 
      またライトキャッシュを有効にした場合、オプション設定は全て有効（チェックマーク 
      有り）にすることを推奨しています。 
 

ﾗｲﾄｷｬｯｼｭ設定 

ｸﾘｯｸ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   （3）設定の変更が完了すると下のメッセージが表示されますので、［CLOSE］ボタンを押して 
      終了します。 
 

ｸﾘｯｸ 
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  データおよびコンフィグレーション情報の保管  

 
  オペレータの操作ミス、衝撃や温度変化などによる装置の故障によってデータが失われる可能性が 
  あります。万一に備えて、ハードディスクドライブに保存されている大切なデータは、定期的に 
  バックアップをとっておいてください。 
  またアレイの構築を行った際はコンフィグレーション情報を保存しておいてください。 
  尚、コンフィグレーション情報の保存方法については第 6章を参照してください。 
 

  RAIDコントローラの時刻設定  

 
  StorViewに登録される Viewログの時刻は RAIDコントローラの持つタイマーに依存しますので、 
  システムのセットアップ時や本体装置の時刻を修正した際には、下の手順で RAIDコントローラ 
  の時刻設定を行ってください。 
 
   （1）RAIDコントローラのアイコンをクリックします。 
 
 

ｸﾘｯｸ 
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   （2）OPERATIONSタブを選択し、［SYNCHRONIZE TIME］ボタンを押します。 
 

ｸﾘｯｸ 

ｸﾘｯｸ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   （3）時刻の設定が完了すると下のメッセージが表示されるので、［CLOSE］ボタンを押して 
      終了します。 
 
 

ｸﾘｯｸ 
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  クリーニング  

 
  本製品を良い状態に保つために定期的にクリーニングを行ってください。 
  日常のクリーニングでは、本製品のまわりを柔らかい布で乾拭きしてください。また汚れが落ち 
  難くい場合には、中性洗剤を使用してクリーニングしてください。 
  尚、クリーニングの際には、本製品の電源を OFFにし、全ての電源コードを抜き取ってから 
  行ってください。 
 

・お手入れの際には電源コードをコンセントから抜いてください。  
 感電の原因となります。 

 
 
 
 

  移動および輸送  

 
  本製品の最大の質量は 30kgになります。 
  移動の際は、本製品に貼り付けられているラベルの記載事項を守り、注意しながら行ってください。 
  また輸送の際には、必ず専用の梱包箱をご使用頂き、梱包箱の中に添付されている「取り出し注意 
  文」の注意事項を参考に作業してください。 
  また、オプションのハードディスクドライブを本製品に実装したままの輸送は行わないでください。 
  本製品を輸送する際はハードディスクドライブを本製品から取り出し、ハードディスクドライブは 
  専用の梱包箱に入れて輸送してください。 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

・移動時には電源を OFF にし、電源コードを抜いてから行ってください。 

 電源が入ったまま行うと、故障の原因となります。 
・移動時は実装されているハードディスクドライブに衝撃を与えないよう 
に注意してください。 
・本製品を輸送する際はハードディスクドライブを本製品から取り出し、 

ハードディスクドライブは専用の梱包箱に入れて輸送してください。 
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  ８．構成部品の取り付け／取り外しについて 

 
   構成部品の取り付け／取り外しには、プラスドライバが必要となります。 
 
  ①フロントベゼルの取り付け／取り外し 
    フロントベゼルは電源 ON時でも取り付け／取り外しが可能です。 
 

 ﾈｼﾞ 

 
 
 
 
 
 
 
    <取り付け> 
      フロントベゼルを筐体に取り付け、フロントベゼル前部両端の 2本のネジで固定します。 
    <取り外し> 
      フロントベゼル前部両端の 2本のネジをプラスドライバで緩め、フロントベゼルを筐体 
      から取り外します。 
 
  ②ハードディスクドライブの取り付け／取り外し 
    本製品にはハードディスクドライブ実装用のスロットが 12スロット用意されています。 
    ハードディスクドライブには専用のハードディスクキャリアが取り付けられており、本製品の 
    ハードディスクドライブ用スロット内部のレールに沿ってハードディスクドライブは挿抜され 
    ます。ホットスワップによる取り付け／取り外しが可能です。 
 

 ﾊｰﾄﾞﾃﾞｨｽｸｷｬﾘｱ 

ﾌｫﾙﾄLED（橙） 

ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨLED（緑） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・ハードディスクドライブの基板には触れないように注意してください。 

・ハードディスクドライブを実装する際はカチッと音がするまで奥に挿入し、

確実に取り付けを行ってください。 
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    <取り付け> 
     （1）ハードディスクドライブを実装する前にハードディスクドライブに添付のロケーション 
        ラベルを貼り付けます。実装しようとしているスロットのスロット番号に相当するラベ 
        ルを貼り付けてください。 
        本製品は下図のようになっています。 
        尚、ロケーションラベルの貼り付け位置は、ハードディスクドライブを本製品に実装し 
        た後でも確認できる場所としてください。 
 

 

 

 

 

 

 
スロット１２ 

スロット１１ 

スロット１０ 

スロット９ 

スロット８ 

スロット７ 

スロット６ 

スロット５ 

スロット４ 

スロット３ 

スロット２ 

スロット１  
 
 
 
 
 
                       （装置前面） 
     （2）ホットスワップでの取り付けの場合、他のハードディスクドライブのドライブアクティ 
        ビティ LEDが点滅しておらず、ハードディスクドライブにアクセスが無いことを確認 
        します。 
     （3）ハードディスクドライブを本製品のハードディスク用スロットのレールに沿って挿入し、 
        更にカチッと音がするまで奥に挿入します。 
 
    <取り外し> 
     （1）ホットスワップでの取り外しの場合、ハードディスクドライブのアクティビティ LED 
       が点滅しておらず、ハードディスクドライブにアクセスが無いことを確認します。 
     （2）ハードディスクキャリアの取っ手を持って手前に引き抜きます。 
        ホットスワップで取り外す場合、少しだけハードディスクドライブを引き抜いた後、 
        ハードディスクドライブ内部のディスクの回転が停止するまで 90秒以上待ってから取 
        り出してください。 
 
    以下にハードディスクドライブのホットスワップによる増設および故障交換などの手順につい 
    て説明します。 
 
    a）増設の場合 
     （1）本製品が電源 ONの状態でハードディスクドライブを実装します。 
     （2）実装直後はハードディスクドライブのフォルト LEDが点灯します。 
        少し経つとフォルト LEDが消灯します。 
     （3）管理ソフトウェアからハードディスクドライブが認識されていることを確認します。 
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    b）故障交換の場合 
     （1）故障しているハードディスクドライブのフォルト LEDが点滅していることを確認します。 
        尚、同一アレイ内の他のハードディスクドライブのフォルト LEDは点灯しています。 
     （2）本製品が電源 ONの状態で故障しているハードディスクドライブを抜き取ります。 
 

・電源 OFF での故障交換はしないでください。  
 
     （3）故障しているハードディスクドライブを抜いて 90秒以上待ってから、新しいハード 
        ディスクドライブを実装します。 
     （4）管理ソフトウェアからハードディスクドライブが認識されていることを確認します。 
     （5）RAIDコントローラの設定において Auto Hot Spare機能が設定されている場合には、 

    交換した新しいハードディスクドライブに対して自動的にリビルドが開始されます。 
リビルド中はフォルト LEDが点滅します。 
上記機能が設定されていない場合には、管理ソフトウェアからマニュアル操作でリビル 

        ドを実施してください。 
        またホットスペアディスクが設定されており、RAIDコントローラの設定において 
        Auto Rebuild機能が設定されている場合には、既に設定されているホットスペアディ 
        スクへのリビルドが自動的に実施されます。 
        RAIDコントローラの設定やマニュアル操作でのリビルドの手順については、第 6章を 
        参照してください。 
 

・既存のホットスペアディスクがリビルドで使用された場合、既存のホッ 

トスペアディスクへのリビルド完了後、新しいＨＤＤを実装しマニュア 

ル操作でホットスペアディスクに設定する必要があります。 

 
 
 
    c）予防交換の場合 
     （1）ホットスペアディスクが設定されており、RAIDコントローラの設定における Auto 
        Rebuild機能が設定されている場合には、一旦、Auto Rebuild機能を無効にします。 
        RAIDコントローラの設定については、第 6章を参照してください。 
     （2）本製品が電源 ONの状態で予防交換となるハードディスクドライブを抜き取ります。 
     （3）ハードディスクドライブを抜いて 90秒以上待ってから、新しいハードディスクドライ 
        ブを実装します。 
     （4）管理ソフトウェアからハードディスクドライブが認識されていることを確認します。 
     （5）RAIDコントローラの設定において Auto Hot Spare機能が設定されている場合には、 
        交換した新しいハードディスクドライブに対して自動的にリビルドが開始されます。 
        リビルド中はフォルト LEDが点滅します。上記機能が設定されていない場合には、 
        マニュアル操作でリビルドを実施してください。 
        マニュアル操作でのリビルドの手順については、第 6章を参照してください。 
     （6）手順（1）にて、RAIDコントローラの設定における Auto Rebuild機能を変更した場合 
        には、設定を元に戻します。 
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  ③RAIDコントローラの取り付け／取り外し 
    本製品には標準で 1台の RAIDコントローラが実装されています。 
    RAIDコントローラの取り付けや取り外しを行う際は、必ず本製品の電源を OFFにして 
    実施してください。 
 

ﾉﾌﾞ 

RAIDｺﾝﾄﾛｰﾗ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・RAIDコントローラの取り付けや取り外しを行う際は、必ず本製品の 
 電源を OFFにして実施してください。 

 
 
 
 
    <取り付け> 
     （1）ノブを２つとも外側に開いた状態で、RAIDコントローラを RAIDコントローラ用 
        スロットに挿入します。 
     （2）RAIDコントローラをあるていど奥まで挿入しますと、ノブが内側に閉じてきます。 
        ノブを２つとも同時に押して、RAIDコントローラを奥まで挿入し、本製品に固定し 
        ます。 
 
    <取り外し> 
     （1）RAIDコントローラのノブを２つ同時に手前に引き RAIDコントローラを本製品から 

少し引き出します。 
     （2）RAIDコントローラのノブを２つ同時にさらに引くと、ノブが外側に開き RAIDコント 
        ローラが RAIDコントローラ用スロットからさらに引き出されます。 
     （3）RAIDコントローラを持って手前に引き抜きます。 
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  ④電源の取り付け／取り外し 
    本製品には標準で電源が１台実装されており、N8190-122 電源ユニットを増設することにより 

冗長構成にすることができます。 
    冗長構成にした場合、ホットスワップによる取り付け／取り外しが可能です。 
    N8190-122 電源ユニットの増設時の手順は、N8190-122 電源ユニットに添付されているセット 
    アップカードを参照してください。 
 

ﾗｯﾁ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    <取り付け> 
     （1）電源を本製品の電源用スロットに挿入し、更に奥まで挿入するとカチッと音がし、 
        ラッチにより固定されます。 
     （2）電源のスイッチが OFFであることを確認し、電源コードを接続します。 
    <取り外し> 
     （1）電源のスイッチを OFFにし、電源コードを抜き取ります。 
     （2）ラッチを右側に押しながら、電源の取っ手を持って手前に引き抜きます。 
 
 ・電源の取り付け／取り外し時には必ずスイッチを OFF にし、 

 電源コードを抜いてから行ってください。 

 感電の危険があります。 

 
 
 
 ・電源は重量があるので、筐体から取り外す際は落とさないように 

注意してください。  
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  ⑤ファンボックスの取り付け／取り外し 
    本製品にはファンボックスが 1台実装されています。 
    ホットスワップによる取り付け／取り外しが可能です。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ファンボックスは取り外した後、5分以内に取り付けてください。  

 

 
    <取り付け> 
      ファンボックスを本製品のファンボックス用スロットに挿入し、更に奥まで挿入する 
      とカチッと音がし、ラッチにより固定されます。 
    <取り外し> 
      ラッチを左側に押しながら、ファンボックスの取っ手を持って手前に引き抜きます。 
 

 

  ⑥バックアップバッテリの取り付け／取り外し 
    バックアップバッテリ（リチウムイオンバッテリ）の寿命は使用環境や運用条件により異な 

りますが、おおむね２年です。本製品に貼付けの「Set up Dateラベル」に記載の日付から、 
約 2年後を目安に交換してください。 
使用期限の過ぎたバックアップバッテリは、後述の手順で交換してください。 

    バックアップバッテリを交換する前に弊社もしくはお買い求めの販売店にご相談ください。 
 
 
    以下にバックアップバッテリの交換手順について説明します。 
 
 

・バッテリケースカバーの取り付け／取り外しの際は、電子部品を破損させ 

ないように注意してください。 

・ドライバや指などで基板上の電子部品を破損させないように注意してくだ 

 さい。 
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    （1）RAIDコントローラ側面のネジ 4ヶ所を取り外します。 
 

 

   ﾈｼﾞ 

   ﾈｼﾞ 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
             （RAIDコントローラ上面） 
 

   ﾈｼﾞ 

 

 

 

             （RAIDコントローラ側面） 
 

    （2）RAIDコントローラ表面を上に向け、バッテリが取り付けられたバッテリケースカバー 
       を上方向に取り外します。バッテリはケース内部の基板とケーブルで接続されていま 
       すので、取り外す際にバッテリケースカバーを強く引っ張らないでください。 
 

 

   ﾊﾞｯﾃﾘｹｰｽｶﾊﾞｰ 

   ﾊﾞｯﾃﾘｹｰﾌﾞﾙ 

 

         

         

 

 

    （3）バッテリケーブルの先端のケーブルコネクタが、基板上のコネクタに接続されています。 
       ケーブルコネクタを基板上のコネクタから外してください。 
 

   ｺﾈｸﾀ

   ﾊﾞｯﾃﾘｹｰｽｶﾊﾞｰ 

   ｹｰｽｶﾊﾞｰ 
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    （4）バックアップバッテリはバッテリケースカバーに２ヶ所でネジ止めされています。 
２ヶ所ともネジを外し、バックアップバッテリをバッテリケースカバーから取り外して 
ください。 

        
 

   ﾈｼﾞ   

   ｹｰﾌﾞﾙｺﾈｸﾀ 

   ﾈｼﾞ   

   ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟﾊﾞｯﾃﾘ 
 
 

 

 

 

 

 

 
 
    （5）新しいバックアップバッテリをバッテリケースカバーに取り付けます。 
       バックアップバッテリをバッテリケースカバーに２ヶ所でネジ止めし、取り付けてくだ 

さい。 
 
    （6）RAIDコントローラの基板にケーブルコネクタを取り付けてください。 
 

・取り付けの際、ケーブルコネクタが正しく接続されていることを確認して 

ください。 

 
 
 
    （7）バッテリケーブルの引き回しに注意しながら、バッテリケースカバーを RAIDコントロ 
       ーラに取り付けてください。RAIDコントローラ側面のネジ４ヶ所をネジ止めしてくだ 
       さい。 
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９．トラブルシューティングについて  
 
 

  故障について  

 
  本製品で下のような症状がみられた場合には記載されている指示に従い、その後の詳細な処置、 
 構成部品の交換につきましてはお買い求めの販売店または弊社にご相談ください。 

 
   ①フロントベゼルのLEDが点灯しない場合 
     電源コードの接続不良の可能性があります。一旦、電源のスイッチを OFFにし電源コー 
     ドの抜き差しを行った後、電源のスイッチを ONにしてみても LEDが点灯しない場合に 
     は、何らかの異常の可能性がありますので、電源のスイッチを OFFにし、電源コードを 
     コンセントから抜き取ってください。 
 
   ②異音や異臭、発煙した場合 
     異音や異臭、発煙した場合には、電源コードをコンセントから抜き取ってください。 
 
   ③フロントベゼルのLEDが橙に点灯した場合 
     電源 ONの直後を除き、フロントベゼルの LEDが橙に点灯した場合には、以下の構成部品 
     について異常があります。 
      a）電源 LEDが橙に点灯 

電源に異常が発生しています。本製品裏面の電源の異常ランプを確認してください。 
異常ランプが橙に点灯している電源の交換が必要です。 
異常ランプが点灯している電源のスイッチを OFFにし、電源コードをコンセントか 
ら抜いてください。 

      b）ファン LEDが橙に点灯 
ファンに異常が発生した場合に橙に点灯します。ファンボックス内のファンが故障 
している可能性があります。ファンボックスの交換が必要です。 
尚、ファンボックスにはファンが 2台実装されており、その内の 1台が正常に稼働 
していれば運用上の支障はありません。 

  c）ファン LEDが緑と橙に交互に点滅 
本製品に温度異常が発生した場合に緑と橙に交互に点滅します。ファンボックス内 
のファンが故障、或いは雰囲気温度が高くなっている可能性があります。 
ファンボックスの交換および雰囲気温度を下げる必要があります。 
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  d）チャネルステータス LEDが橙に点灯 

パックを構成する HDDに障害が発生した場合や RAIDコントローラに障害が発生した 
場合に橙に点灯します。尚、リビルド中も橙に点灯します。 
ドライブステータス LED、或いは管理ソフトウェア（StorView）にて HDDに故障が 
発生していないかを確認してください。異常が確認された場合、交換してください。 

      e）ドライブステータス LEDが橙に点滅／点灯 
アレイを構成する HDDに故障が発生した場合、障害が発生した HDDのドライブス 
テータス LEDが橙に点滅します。 
ドライブステータス LED、或いは管理ソフトウェア（StorView）にて故障が発生した 
HDDのスロット番号を確認し、交換してください。 
尚、パック内の他の HDDのドライブステータス LEDは橙に点灯しますが、故障では 
ありません。 

 
 ・エラーしたハードディスクドライブが実装されたままになっている場合、

ＬＥＤが正しい表示をしない場合があります。 

 StorView で確認してエラーしたハードディスクドライブを取り除いて 

から、もう一度確認してください。 
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  エラーメッセージとその処置方法  

 
本製品では障害が発生すると、ESMPRO/Server Agentの監視イベントによる通報機能を介し 
て ESMPRO/Server Managerへ障害内容が通報され、ディスプレイ画面にエラーメッセージ 
が表示されます。メッセージとその処置方法はソフトウェアに添付のマニュアル（StorView  
オペレーションマニュアル）を参照してください。 
 
尚、更に詳しい障害情報について確認したい場合には、管理ソフトウェア（StorView）の 
イベントログを確認してください。StorViewでのイベントログの確認および保存方法につ 
いては、以下に説明します。 

 
 
   StorViewでのViewログの確認および保存方法 
 
   （1）［LOGS］ボタンを押します。 
 
 

ｸﾘｯｸ 
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   （2）Viewログテーブルが表示されます。 

  Statusに  E （Error）や  W （Warning）として表示されているイベントが障害に関 
  する情報となります。 
  また、Viewログを保存する場合は「EXPORT」ボタンをクリックします。 

 
 

ｸﾘｯｸ  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   （3） 以下の画面が表示されますので、「OK」をクリックしてください。 
 
 

ｸﾘｯｸ 
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   （4） 保存するドライブを選択し、「保存（S）」をクリックしてください。 
 
 

ﾄﾞﾗｲﾌﾞを選択 

ｸﾘｯｸ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   （5） Viewログの保存が完了すると以下の画面が表示されますので、「閉じる」をクリックして 

ください。 
 
 
 
 
 
 
 
 ｸﾘｯｸ 
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 １０．オプション 
 
 
①ハードディスク 

    a）N8190-123 増設用 120GB HDD（ディスク回転数：7200rpm） 
    b）N8190-124 増設用 250GB HDD（ディスク回転数：7200pm） 
 
  ②増設用電源 
    a）N8190-122 電源ユニット 
       本製品専用の増設用電源ユニットです。 
 
  ③SCSIケーブル 
    a）K410-93（01/03）SCSIケーブル 
       本製品と本体装置を接続する際に必要となります。 
       1／3ｍの長さのものがあります。 
 
    ④PCIボード 
        a）N8190-126 SCSIコントローラ 
       Express5800/100シリーズ サーバに実装し、SCSIケーブルを介して本製品と接続 

されます。 
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